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研究成果の概要（和文）：高次脳機能障害のリハビリテーションのための作業療法への適用，認知症患者のQOL向上の
ための観測・記録など，実応用に関する見通しが得られ，研究の目的，その方法とも，より実社会でのニーズに則した
ものとなった．これまでの成果としては，頭部，上半身，手の動きを詳細に計測・記録するシステムを実装し，様々な
注意の配り方に特徴的なパターンが現れることを定量的に確認できた．また，一般的な対話状況における表情の認識な
ど，種々の新しい課題があることを確認した．これらにより，表面的な振る舞いや表情などと注意の分配や記憶との関
連性をこれから継続的に調査していく基盤ができた．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research has been reestablished by the application to 
occupational therapy for higher brain dysfunction and observation, and measurements of quality of life 
(QOL) for dementia, which were not specified at the beginning. The purpose fits well to social demands. 
One of important results of this research is that we have developed a system for estimating attention 
distribution, which measures and records the position and movement of the head, upper torso, and hands. 
Obtained data show that attention distribution takes
typical patterns that can be quantitatively analyzed. We confirmed some new research topics such as 
facial expression recognition during speaking situation. Through these development, analyses, and 
consideration, we obtained good basis for continuing research on attention and memory.
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１． 研究開始当初の背景 
本研究で対象とするエピソード記憶は，

Tulving らの先駆的な研究によりその存在が
学術的に認められつつあるものの，そのメカ
ニズムや意味記憶との関係など，まだ明らか
になっていないことが多い．種々の臨床例や
fMRI による計測等を足掛かりにして，モデ
ル化が少しずつ進んでいる段階である．この
ような基礎研究の必要性と並行して，老年内
科に代表される医療や認知症介護に関する
社会的取り組みのように，医療・福祉の面か
らの記憶補助への要求も大きい． 
このような問題に対し，認知症の患者と介
護者による実験で，30秒程度の間隔で撮影さ
れたスチル写真を用いることによって，記憶
の保持・想起が改善されることが報告されて
いる．また，近時記憶に障碍が現れた人に対
して，数秒〜数分程度の自分の行動を映像記
録として見せることにより，調理が円滑に進
むことが報告されている．このように，記憶
の補助の必要性は十分に認識されているが，
実際に，誰に対して何をどの程度補助すべき
かと言う問題はあまり議論されてこなかっ
た． 
 
２． 研究の目的 
本研究課題は注意や記憶に関する基礎デー
タの収集とその解析である．データに基づい
た記憶の特徴や能力に関する調査を行うこ
とによって，各々の記憶支援の必要性を見積
もること，また，ウェアラブル機器などによ
って記憶支援を行う手法を検討することを
目的とする． 
 
３．研究の方法 
研究方法は次のとおりである．(a)個人視点
や環境視点の映像による外面的な行動記録
と筋電位・心拍などの生体信号の記録を併せ
て利用すること，(b)記録されたデータと本
人の振る舞いや態度との詳細な比較やデー
タマイニングなどによるパターン発見を行
う．つまり，本人の発話や動作などの振る舞
いと，行為や作業，その周囲の状況との関係
を詳細に記録することから始め，それらの解
析を行うことによって，注意や記憶との関係，
特に，記憶しにくい・想起しにくい出来事の
特徴やそれに対する個人差などを調査し，記
憶支援の必要性と有効性を見積もる． 
そのため，平成 25 年，26 年度は研究を以
下のように進めた． 
 
平成 25 年度 
(1) 調理行動を計測するためのシステムと
して，複数の深度カメラをキッチンに設置し，
他のセンサ(頭部に装着した主観カメラ，加
速度センサ)などと同時に，姿勢の詳細なデ
ータを取得できるように設計し，データ取得
を行った． 
(2) 大阪府障がい者自立センターとの協力
関係を作り，高次脳機能障害の患者のための

調理を記録し，それを作業療法的な観点から
ケースワーカ，作業療法士とともに，記憶と
行動の振り返りのために利用するための研
究に着手し，複数人の複数回の調理行動を記
録し，そこから姿勢を計測する調査を進めた． 
(3) 関連する研究として，頭部装着カメラか
ら得られる主観視点映像からより広視野な
画像を復元し，行動を行った環境を理解しや
すくする手法を提案した．また，作業者を遠
隔地の支援者が支援する映像対話型行動支
援に関し，作業者の振る舞い，支援者の補助
などのパターンを大量データから類型化し，
その特徴と作業の円滑さなどとの関係を調
査する手法を提案した．作業に関する大量デ
ータからのパターン発見や特徴抽出の基礎
的方法として活用できる． 
 
平成 26 年度 
(1) 大阪府障がい者自立センターと協力し
て収録した患者さんの調理映像を解析し，ケ
ースワーカとともに，記憶と行動の振り返り
のために利用した．また，それを基に，体の
各部位を観測することによって注意の分配
状況を推定する手法について検討した． 
(2) 障がい者自立センターではこれ以上の
実験が難しいため，前年に研究室に実装した
複数の深度カメラを備えたキッチンで調理
行動時の詳細な動作データを取得した．記録
データを基に，頭部，上半身，手，作業対象
等の位置関係とその統計的性質を解析し，
様々なパターンの洗い出しを行った． 
(3) 西香川病院と協力して，認知症患者の注
意や感情を継続的に収録できるシステムの
設計を行った．患者さんの QOL を高めるため
に，介護者が付随していない場合の状態や注
意，感情の動きを計測することを目的として
いる． 
(4) 関連する研究として，頭部装着カメラか
ら得られる主観視点映像を通信することに
よって遠隔地の支援者が支援する映像対話
型行動支援に関し，作業者の振る舞い，支援
者振る舞いから，コミュニケーションの円滑
さ(一貫性)やアドバイスの出現頻度などと
の関係を調査する手法を提案した． 
 
４．研究成果 
(1) 全般について: 高次脳機能障害患者の
作業療法への適用，認知症患者の QOL 向上の
ための観測・記録など，本課題の提案当初は
まだ決まっていなかった応用に関する見通
しが得られ，研究の目的，その方法とも，よ
り実社会でのニーズに則したものとなって
きた．また，その解析のために，一般的な対
話状況における表情の認識など，種々の課題
があることを確認した．これらを解決しなが
ら，表面的な振る舞いや表情などと注意の分
配や記憶との関連性をこれから継続的に調
査していく基盤ができた． 
 
(2) 記憶と注意の解析について: 当初の目 



的であった「エピソード記憶の補助」に関す
る研究はまだ中途であるが，研究を進めるこ
とによって，注意の分配を詳細に記録・解析
することの重要性が明確になったため，以下
の項目に着手し，以下の結果を得た． 
 
(3) 個人視点や環境視点の映像によって外

面的な行動を記録する手法: 頭部，上半身，
手の動きを詳細に計測・記録するシステムを
実装し，キッチンでの収録を行った．その結
果，種々の注意分配のパターンを記録・解析
することが可能になった．種々のセンサとの
統合はまだ不十分であり，これからの研究が
必要であるが，複数のモダリティを利用した
動作解析などは，関連研究によって方法論が
わかってきており，今後の進展が期待できる． 
 
(4) 注意分配の解析: 記録データを基に，頭
部，上半身，手，作業対象等の位置関係とそ
の統計的性質を詳細に解析し，様々なパター
ンの洗い出しを行った結果．注意の対象が 1
つまたは複数，継続的または散発的など，
様々な注意の配り方に特徴的なパターンが
現れることを定量的に確認できた(図 1)．振
る舞いと記憶との関連性を洗い出す方法論
は映像対話型行動支援の研究を通してわか
ってきた．また，想起をしやすくなるように，
主観映像から広視野画像を生成し，シーン毎
のインデックスにする方法を提案したが，こ
れも種々の記憶支援に援用可能である． 
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